	開催セミナー

	第２回　東京農楽マッチ勉強会

	日　時
	2019年２月９日 (土)

　　13:30～16:30
	場　所
	富士通ソリューションスクエア
東京都大田区

	講　演　者

	　作用まなび舎農園　IDECj（株）シニアマネージャー　小川隆宏氏　（株）井出トマト農園　井出寿利氏　　　　　　　　　　　　　　FB農業者倶楽部　上水広志氏

	タイトル
	～最新の農業について学ぼう～

	内容
	佐用まなび舎農園　
IDEC（株）グリーンソリューション事業部シニアマネージャー　　
小川隆宏氏　
中学校の跡地を利用した佐用まなび舎農園では、施設で中玉トマト（フルティカ）を栽培しておられます。施設内の環境をコントロールしつつ、養液土耕栽培やファインバブル水を利用して光合成管理や根圏管理を行い、安定した生産体制を維持しておられます。製造業大手のIDEC（株）で学んだノウハウを、農業経営に活かす為に必要な考え方をお話し頂きました。
農業における、開発・マーケティングとは？
・売れる作物、儲かる作物の開発
・バイヤーや仲卸業者等へのヒアリング

・売れる仕組みをつくる

農業における生産とは？
・品質、収量を安定化
・作業の効率化（標準化・マニュアル化）
・出荷に合わせた収穫計画
・品質管理、品質保証

農業における販売とは？
・小売業者までの納品業者の把握（業界構造）
・付加価値の取り込み販路開拓
・販売促進活動
農業における管理とは？
・投資回収を見据えた最適な設備の設計技術
・コスト構造、損益分岐点分析
上記の内容を、具体的な事例をもとに解説いただきました。
（株）井出トマト農園　代表取締役
（株）ファームオーエス　代表取締役　
井出寿利氏　
　上記の製造業の考え方を、実際に行っている見本の様な内容でした。38歳と若いにもかかわらす、立派な経営者としての風貌もうかがえました。
神奈川県藤沢市で18種類のトマトを栽培し、売上2.3憶円をすべて自社で販売している。不動産会社勤務の経験あり、営業のノウハウは習得できたが、マネジメントが出来なく、著名なコンサルタントへ通い勉強した。売上が伸びる都度、従業員を増やしていったが、なかなか定着しない事に苦労した。父親から継いだ時（2006年）は、パート8名で、2012年パート55名、2014年社員２名パート25名、2016年社員7名パート53名と試行錯誤しながら、仕組みを作ってきた。ようやく、会社が目指す方向と従業員の感覚が同じになり、「やめたくない職場」づくりが出来ている状態になっている。会社の歴史と理念、計画と目標、財務、KDI、組織図をいれたマニュアル書をつくり、年4回会議をしながら完成させている。そのマニュアルですべての作業項目が指示されてあり、経営者が指示しなくても従業員が勝手に会社の目標を達成してくれるようになり、今では週2回しか畑に入らなくなった。ITを積極的に利用して、従業員（60代以上もいる）がスマホで入力することで、あらゆる経営数値が見える様にしていると共に従業員評価にも利用している。
印象に残ったのは、「コスト計算ができないと売値が決められない。取引して1年後に、収支がわかり、価格の見直しを申し入れる様では、顧客の信頼を得られない。」との言葉でした。
雇用者の増加に対して農業にあう生産管理システムが無く、自ら作った仕組みを世の中に広めたく（株）ファームオーエスを立ち上げ、SaaS型農業生産管理システム「FarmOS」
を提供しておられます。
（株）ファームオーエス設立の想い
2025年までに、日本の農業経営の生産性を向上させ、さらに生産者3000件をつなげ相乗効果を出す。「農業の生き残りをかけた社会的実験」である。
https://farmos.jp/
FB農業者倶楽部　上水広志氏
FB（フェイスブック）のグループページで、農家や農業支援者等が７８４１名（2019.2。10現在）登録しているFB農業者倶楽部の創始者。そのサイトでは、農作業の事や、農薬、農機具。病気、政策等、多彩な情報交換が日々行われています。SNSの機能を利用して全国の農家や農業関連の方々がつながることが出来る貴重なサイトになっています。ただ、その情報がFBの性質上流れてしまい蓄積できないのが残念とのことで、新たな仕組みを考えておられます。また、リアルな支援や消費者と繋がることが出来るような「日本農業者ビジネスネットワーク」の立ち上げ構想をお話し頂きました。
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